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国連生物多様性の 10年日本委員会（UNDB-J） 

平成 24年度事業実施結果 

 
１．生物多様性全国ミーティング 

・11/3 に横浜市で「UNDB-J 第２回生物多様性全国ミーティング」を開催 
・「生物多様性キャラクター応援団共同宣言式」、「生物多様性リーダー任命式」、

UNDB-J 委員による発表、認定連携事業の発表、参加者同士が意見交換を行うワ

ークショップ等を実施 
・11/3 の「生物多様性自治体ネットワーク定期総会」、「生物多様性ミニフォーラム」

（主催：横浜市）、「ヨコハマ環境行動フェスタ 2012」（主催：横浜市）と連携し

て開催 
 
２．生物多様性地域セミナー、ワークショップ 

・生物多様性自治体ネットワーク構成団体に連携・協力を呼びかけ、「UNDB-J 生

物多様性地域セミナー」を４地域で開催 
9/29 名古屋市、11/17 福岡市、12/15 倉敷市、2/24 浜松市 

・「生物多様性キャラクター応援団共同宣言式」、「生物多様性リーダー任命式」、認

定連携事業の発表、地域の優良事例の発表、参加者同士が意見交換を行うワーク

ショップ等を実施 
 
３．特別事業 

（１）リオ+20（6/20～6/22：ブラジル・リオデジャネイロ） 

・6/18 にジャパンパビリオンにおいて「生物多様性と震災復興」をテーマとするサ

イドイベント「KIZUNA MESSAGE for Biodiversity」を開催（主催：UNDB-J、
経団連自然保護協議会、イオン株式会社、公益財団法人オイスカ） 

・「自然と共生する未来へ向けた世界子ども会議 in 東北」（5/12～5/13：宮城県）

の活動報告や、子供たちによる共同宣言｢未来への約束｣等を実施したほか、

UNDB-J の活動をパネルで紹介 
 
（２）COP11（10/8～10/19：インド・ハイデラバード） 

・10/10 に CEPA フェアスペースでサイドイベント「TAKE ACTION FOR AICHI 
TARGET」を開催（主催：IUCN-J、共催：UNDB-J、CEPA ジャパン） 

・「MY 行動宣言 ５つのアクション」や「にじゅうまるプロジェクト」等の取組を

紹介したほか、UNDB-J の活動をパネルで紹介 
 

資料２ 
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４．連携事業の認定 

・UNDB-J が推奨する連携事業を９月（第１弾：10 事業）と３月（第２弾：10 事

業）に認定 
・認定された連携事業については、UNDB-J のロゴマーク（認定を受けている旨を

明記）をご使用いただけるとともに、ウェブサイトやセミナー等の機会に紹介 
・認定された連携事業等を紹介するリーフレットを３月に作成し、委員や各セクタ

ー等に配布 
 
５．推薦図書等の選定 

・UNDB-J が推薦する「子供向け図書」（愛称：「生物多様性の本箱」～みんなが生

きものとつながる 100 冊～）を３月に選定（103 点） 
・「生物多様性の本箱」の各作品については、UNDB-J のロゴマーク（推薦を受け

ている旨を明記）をご使用いただけるとともに、ウェブサイトや生物多様性マガ

ジン「Iki・Tomo（イキトモ）」で紹介 
 
６．個別事業 

（１）地球いきもの応援団、生物多様性リーダー 

・地球いきもの応援団の中から、国民一人ひとりが生物多様性の大切さを理解して

行動に移せるように先導する「生物多様性リーダー」を任命 
・セミナー等の機会を活用し、「生物多様性リーダー任命式」を実施 

9/29 ジョン・ギャスライトさん、11/3 真珠まりこさん、11/17 ルー大柴さん、12/15 イルカさ

ん、2/24 森田正光さん 
 
（２）生物多様性キャラクター応援団 

・国民一人ひとりに生物多様性に対する認知や理解を広げ、国民運動として様々な

取組を促進するため、新たな広報組織として９月に旗揚げ（平成 25 年３月末時

点で 71 のキャラクターが登録）。団員には任命書を交付するほか、応援団の名刺

フォーマットを提供 
・セミナー等の機会を活用し、UNDB-J キャラクター「タヨちゃんサトくん」と開

催地のキャラクターが今後協力して普及啓発に取り組む「生物多様性キャラクタ

ー応援団共同宣言式」を実施 
9/29 名古屋市「だなも」、11/3 横浜市「だいちゃん」、11/17 福岡市「エコッパ」、12/15 倉敷

市「くらいふ」、12/15 北海道「環境忍者 えこ之助」、1/19 長野県「めぐるん」、2/9 兵庫県「は

ばタン」＆兵庫県立人と自然の博物館「ひとはく博士」、2/24 浜松市「出世大名 家康くん」 
・生物多様性マガジン「Iki・Tomo（イキトモ）」において、全国のキャラクターが

地域の生物多様性に関する情報を紹介 
・キャラクター応援団の缶バッジやシールを２月に作成し、委員や各セクター等に

配布 
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（３）MY行動宣言 ５つのアクション 

・国民一人ひとりが生物多様性との関わりを自分の生活の中でとらえることができ

るよう、５つのアクションの中から自らの行動を選択して宣言する「MY 行動宣

言シート」を８月に作成 
・ウェブサイト等で活用を広く呼びかけ、平成 24 年度は 91 件のイベント（参加者

数約 20,680 人）で活用（平成 25 年３月末時点） 
 

（４）グリーンウェイブ 

・2012 年は参加団体数 465 団体、参加者数約 18,000 人、植樹本数約 60,000 本 
（参考） 

2011 年は参加団体数 383 団体、参加者数約 28,000 人、植樹本数約 79,000 本 
2010 年は参加団体数 1,588 団体、参加者数約 111,000 人、植樹本数約 254,000 本 
2009 年は参加団体数 80 団体、参加者数約 3,000 人、植樹本数約 3,500 本 

・グリーンウェイブへの参加を呼び掛けるリーフレットを３月に作成し、委員や各

セクター等に配布 
 
（５）広報誌 

・一般生活者を対象とした普及啓発用小冊子として、自然の恵みを感じる生物多様

性マガジン「Iki・Tomo（イキトモ）」を４回（８月、10 月、１月、３月）発行

し、委員や各セクター等に配布 
 
７．ウェブサイト等による発信 

（１）UNDB-J ウェブサイト 

・UNDB-J の活動状況等を発信 
・大幅なリニューアル作業を実施 

 
（２）広報ツール 

・UNDB-J のピンバッジを８月に作成し、委員等に配布 
・東北の間伐材を活用したブックマークを２月に作成し、委員や各セクター等に配

布 
・UNDB-J の活動等を紹介するリーフレットを３月に作成し、委員や各セクター等

に配布 
 
８．委員会等の開催 

・5/23 に委員会を開催 
・8/28、2/27 に幹事会を開催 
・5/15、8/8、2/1 に運営部会を開催 



愛知目標の達成に
有効な方針の検討

各セクター間の意見・情報交換

委員会が推奨する
連携事業の認定

幹事会

運営部会

生物多様性全国ミーティング

全国の多様なセクターによる
情報交換を実施

生物多様性地域セミナー

地域のさまざまな活動の紹介、
情報交換を実施
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「にじゅうまるプロ
ジェクト」などの中
から、委員会が
推奨する連携事
業を認定

普及啓発効果の高い
特別な事業の実施

リオ+20など
各年度にお
いてトピックと
なるテーマに
関する事業を
実施

委員会

普及啓発に資する
推薦図書等の選定

生物多様性の理解や普及
啓発、環境学習にも資する
図書、映像・音楽、各種
グッズ等を推薦ツールとし
て選定

生物多様性の認知度向上のための事業

●グリーンウェイブ
リーフレットを作成して参加を呼びかけ

●地球いきもの応援団

著名人による広報組織

●生物多様性リーダー
地球いきもの応援団の中から、
国民一人ひとりが生物多様性の
大切さを理解して行動に移せる
よう先導するリーダーを任命

●キャラクター応援団
様々な機関・団体の広報キャ
ラクターによる広報組織

イルカさん

UNDB-J 委員

IUCN親善大使

●ＭＹ行動宣言
５つのアクションから選択式で
行動を宣言し、日常の中で
生物多様性に関する行動を促進

●広報誌「Iki・Tomo（イキトモ）」

自然の恵みを感じる生物多様性マガジン
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●環境教育教材
モデル小学校との連携による、生物多様性

に関する環境教育教材の作成を検討



UNDB-Jキャラクター「タヨちゃんサトくん」と
横浜市水環境キャラクター「だいちゃん」による
生物多様性キャラクター応援団共同宣言式

生物多様性リーダーに任命された
真珠まりこさん（地球いきもの応援団）

参加者による活発な意見交換が行われた
ワークショップ

、・委員会に参画している様々なセクターが一堂に集い、委員会の事業の進捗状況のほか、
委員会が推奨する認定連携事業の取組等の発表を行うとともに、ワークショップ等の
実施により相互の連携を深めることを目的に実施

・2012年度は横浜市で開催

積水樹脂株式会社に対する
UNDB-J感謝状授与式

第２回生物多様性全国ミーティング
横浜（2012.11.3）
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会場の様子

UNDB-Jキャラクター「タヨちゃんサトくん」と
名古屋市キャラクター「だなも」による

生物多様性キャラクター応援団共同宣言式

生物多様性リーダーに任命された
ジョン・ギャスライトさん（地球いきもの応援団）

各団体からの取組発表のようす

参加者による活発な意見交換が
行われたワークショップ

生物多様性地域セミナーin 名古屋
（2012.9.29）

・地域の市民、企業、団体、自治体等を対象に、委員会事業や、様々なセクターによる取組
の発表・意見交換を行うとともに、相互の連携を深めることを目的に実施

・2012年度は名古屋市（9/29）、福岡市（11/17）、倉敷市（12/15）、浜松市（2/24）で開催
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リオ＋20ジャパンパビリオン 『KIZUNA MESSAGE for Biodiversity』
Rio+20 Japan Pavilion, ”KIZUNA MESSAGE for Biodiversity”

開会スピーチ

環境省 星野大臣補佐官

生物多様性条約事務局
（SCBD）

Mr.Neil Pratt 上級環境担当役員

主催団体からの活動紹介

国連生物多様性の10年日本委員会 涌井委員長代理

経団連自然保護協議会 佐藤会長

オイスカ 永石事務局長

イオングループ 小松グループ環境最高責任者

メッセージ発信プログラム

東北事前プログラムの紹介
“KIZUNA MESSAGE”

ｲｵﾝﾁｱｰｽﾞｸﾗﾌﾞ 池田由佳里さん
オイスカ Mr.Rajat Agrawal

来場者参加型プログラム

折り紙ワークショップ
“Origami Green Wave”

おりがみアクション 今井麻希子氏

プログラム 2012年6月18日 12:45～14:15
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期 間： 2012年10月8日～19日
場 所：ハイデラバード国際会議場（インド）

参 加 者：締約国、国際機関、NGO等
主要議題：愛知目標の進捗、名古屋議定書の状況、

資源動員戦略、国連生物多様性の10年、
多様な主体の参画 等

標 語：“Nature Protects if She is Protected”

「自然を守れば自然が守ってくれる」

IUCN-Jが実施するサイドイベ
ントにおいて、UNDB-Jの活動
を紹介

あわせて、IUCN-Jが実施する
展示と連携し、UNDB-Jのパネ
ル展示を実施

CEPAフェアスペースでのサイドイベント （2012.10.10）
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登録

企業・団体・
ＮＰＯ・個人等

愛知目標の達成に
ついて何ができる
か考え、20の目標
から自分たちの取
組が寄与するもの

を選ぶ

認定※

登録事業Ａ
登録事業Ｂ
登録事業Ｃ・・・・・・

IUCN-Jに
よる

選定・審査

認定連携事業Ａ
認定連携事業Ｂ

・・・・

国連生物多様性の
10年日本委員会
（ＵＮＤＢ-Ｊ）

UNDB-Jのウェブサイトや、UNDB-Jが実施
する生物多様性全国ミーティング、生物多
様性地域セミナー等において紹介するなど、
積極的な広報を行います

ＵＮＤＢ-Ｊ
による

選定・審査

この事業は
「国連生物多様性の１０年日本委員会（UNDB-J）」
が推奨する事業として認定を受けています。

認定連携事業については、下図のように
補足表示を行うことにより、UNDB-Jロゴ
マークをご使用いただくことができます

※「にじゅうまるプロジェクト」の登録事業以外からも認定

愛知目標の達成に向けた各セクターの参加と連携を促進するため、IUCN-Jが実施する

「にじゅうまるプロジェクト」の登録事業等の中から、「多様な主体の連携」、「取組の重要性」、
「取組の広報の効果」などの観点から総合的に判断し、UNDB-Jが推奨する事業を認定
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認定連携事業 （第１弾 2012.9）

※各事業の概要や認定のポイントについてはウェブサイトをご覧ください http://undb.jp/activity/accredited.html 8

事 業 名 団 体 名 地域

田んぼの生物多様性向上10年プロジェクト NPO法人ラムサール・ネットワーク日本 全国

生物多様性の道プロジェクト 公益財団法人日本自然保護協会 全国

Earthwatchにじゅうまるプロジェクト
市民参加型生物多様性調査による環境リテラシーの普及

NPO法人アースウォッチ・ジャパン 全国

みんなで守ろう！ 日本の希少生物種と豊かな自然！
SAVE JAPAN プロジェクト

株式会社損害保険ジャパン
日本興亜損害保険株式会社

全国

ウミガメ類の生態調査・生息環境保全プロジェクト NPO法人日本ウミガメ協議会 全国

海と田んぼからのグリーン復興プロジェクト 海と田んぼからのグリーン復興プロジェクト 東北

味わって知る 私たちの海 伊勢・三河湾流域ネットワーク 中部

御所実業高校農業クラブ School Gene Farm Project 奈良県立御所実業高等学校農業クラブ 近畿

トンボの里プロジェクト 真庭・トンボの森づくり推進協議会 中国

徳島での生物多様性地域戦略の策定に関するプロジェクト 生物多様性とくしま会議 四国



事 業 名 団 体 名 地域

ICTと映像教材の活用による子ども向け次世代環境教育の推進 株式会社TREE 全国

動物園・水族館種保存事業 公益社団法人日本動物園水族館協会 全国

いのちの博物館実現プロジェクト 公益社団法人日本動物園水族館協会 全国

Come Back Goose －甦れシジュウカラガン！ 日本の空に－ 日本雁を保護する会
東北
海外

生命のにぎわい調査団等の普及啓発活動 千葉県生物多様性センター 関東

副業型林業による「さんむ木の駅プロジェクト」 ＮＰＯ法人元気森守隊 関東

トキと暮らす島 生物多様性佐渡戦略 佐渡市 北陸

伊予農希少植物保全プロジェクト
伊予農業高等学校
伊予農希少植物群保全プロジェクトチーム

四国

綾の照葉樹林プロジェクト てるはの森の会 九州

海外希少野生動物保全支援活動 認定ＮＰＯ法人トラ・ゾウ保護基金 海外

認定連携事業 （第２弾 2013.3）

※各事業の概要や認定のポイントについてはウェブサイトをご覧ください http://undb.jp/activity/accredited.html 9

10

生物多様性の理解や普及啓発、環境学習にも資する図書、映像・音楽、各種グッズ等を
推薦ツールとして選定し、積極的な広報を実施。2013年3月にUNDB-J推薦「子供向け図
書」（愛称：「生物多様性の本箱」～みんなが生きものとつながる100冊～）を選定

UNDB-J推薦「子供向け図書」

「生物多様性の本箱」
～みんなが生きものとつながる100冊～

・主に幼児から中学生を対象に103点を選定しました
（絵本53、読み物28、図鑑17、写真集2、その他3）

・外部専門家のご協力を頂きながら選定しました
日本児童図書出版協会
一般財団法人 出版文化産業振興財団
公益社団法人 日本環境教育フォーラム

・「生物多様性の本箱」の各作品については、下図の
ように補足表示を行うことにより、UNDB-Jロゴマーク
をご使用いただくことができます

・地球環境パートナーシッププラザ（東京都渋谷区）や
環境省生物多様性センター（山梨県富士吉田市）で
閲覧可能です

この作品は
「国連生物多様性の１０年日本委員会（UNDB-J）」
の推薦を受けています。

※詳細はUNDB-Jのウェブサイトをご覧ください http://undb.jp/activity/books.html

地球環境パートナーシップ
プラザに展示されている
「生物多様性の本箱」

選定した各作品のタイト
ル、著者、出版社、選定
理由等をまとめた一覧表
（下記ウェブサイトからダ
ウンロード可能）



・著名人による広報組織「地球いきもの応援団」。現在のメンバーは24名
・イベントや講演会など様々な場面で、生物多様性に関するメッセージを発信
・応援団の中から、生物多様性の主流化を先導する「生物多様性リーダー」を任命
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大桃 美代子 草野 満代

松本 志のぶ

今森 光彦 イルカ

Ｃ・Ｗ・ニコル

ジョン・ギャスライト

江戸家 猫八

真珠 まりこ 田中 律子 土屋 アンナ 中嶋 朋子 根本 美緒

福岡 伸一 茂木 健一郎 ルー 大柴森田 正光

滝川 クリステル

小菅 正夫あん・まくどなるど さかなクン

元 ちとせ

由紀 さおり安田 祥子

（敬称略・50音順）

※詳細や入団申請についてはウェブサイトをご覧ください http://undb.jp/public/index.html

・国連生物多様性の10年日本委員会（UNDB-J）の設立から１年を機に、広報活動をさらに
強化するため、2012年9月、広報組織として「生物多様性キャラクター応援団」を旗揚げ

・現時点で71のキャラクターが登録
・広く様々なキャラクターからの入団申請を募集中

■ 応援団及び団員の活動例

○団員が属する各機関・団体における広報活動

○UNDB-Jが実施する広報活動への協力
・UNDB-Jのウェブサイトにおける情報発信
・生物多様性マガジン「Iki・Tomo（イキトモ）」による情報発信

○ UNDB-Jが実施するセミナー等への協力
・「タヨちゃんサトくん」と開催地キャラクターによる共同宣言式

生物多様性キャラクター応援団共同宣言式
生物多様性地域セミナーin 名古屋（2012.9.29）

プロフィールシート

12
「Iki・Tomo（イキトモ）」による情報発信
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・セミナー等の機会を活用し、「地球いきもの応援団」の中から、国民一人ひとりが生物多様
性の大切さを理解して行動に移せるよう先導する「生物多様性リーダー」を任命

・UNDB-Jキャラクター「タヨちゃんサトくん」と開催地のキャラクターが、今後協力して生物多様
性に関する普及啓発に取り組むため「生物多様性キャラクター応援団共同宣言」を実施

実施日 セミナー等の名称 生物多様性リーダー キャラクター応援団共同宣言

2012.9.29 UNDB-J生物多様性地域セミナー in 名古屋 ジョン・ギャスライト さん 名古屋市「だなも」

2012.11.3 UNDB-J第２回生物多様性全国ミーティング 真珠まりこ さん 横浜市「だいちゃん」

2012.11.17 UNDB-J生物多様性地域セミナー in 福岡 ルー大柴 さん 福岡市「エコッパ」

2012.12.15 UNDB-J生物多様性地域セミナー in 倉敷 イルカ さん 倉敷市「くらいふ」

2012.12.15 生物多様性地域連携促進セミナー in 北海道 － 北海道「環境忍者 えこ之助」

2013.1.19 生物多様性地域連携促進セミナー in 長野 － 長野県「めぐるん」

2013.2.9 生物多様性地域連携促進セミナー in 兵庫 －
兵庫県「はばタン」
兵庫県立人と自然の博物館「ひとはく博士」

2013.2.24 UNDB-J生物多様性地域セミナー in 浜松 森田正光 さん 浜松市「出世大名 家康くん」
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